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	資料２
	「県民ボランタリー活動の促進のための施策の推進に関する基本方針」の見直しについて（素案）
	基本方針の記載内容
	見直し（案）
	考え方
	方針に対応する支援施策
	１ 基本的な事項　
	(1) 基本方針の性格
	ボランタリーセクターを社会の中に明確に確立する必要がある。ボランタリーセクターとは、公的な領域と私的な領域との中間に位置する公共的領域で見られるところの県民一人ひとりの自発的で自律的なボランタリー活動の総体を指す。このボランタリーセクターの一層の確立のためには、県民の自発的な活動の尊重と、行政の果たすべき役割及び行政が担うことを控えるべき分野を明らかにしておく必要がある。
	このことを踏まえ、県民ボランタリー活動を促進するための施策の拠り所となる基本的な考え方を示す。
	(1) 基本方針の性格
	「ボランティア元年」と言われた阪神・淡路大震災の年から20年の間に、県民ボランタリー活動は、活動団体の増加、活動分野・活動範囲の広がりなど連携･協働の輪が量的･面的に拡大し、社会において必要な活動として認識されている。
	少子高齢化や人口減少が進展する中で、地域の課題解決や活性化のためには、公的領域と私的領域の中間に位置する公共的領域を県民の自発的・自律的な活動により担うボランタリーセクターは、ますます重要になる。
	こうした情況を踏まえ、今後の県民ボランタリー活動を推進するための基本的な考え方を示す。
	［検証P125］
	この20年でボランタリー活動が定着し、量的拡大や連携による面的広がりなど活動が充実したことはボランタリーセクターが着実に形成されてきたことを示すものである。
	⇒県民ボランタリー活動の社会的必要性が認識されたことを踏まえた記載に変更
	（県生審）
	少子高齢化に向けてどうあるべきか記載すべき
	⇒地域の課題解決や活性化のためには、公共的領域を
	担うボランタリーセクターが重要である旨を記載
	(2) 支援活動の範囲
	① 県民ボランタリー活動の広がりへの対応
	現在、県内各地域では、福祉分野だけでなく、青少年活動、国際交流・協力、芸術文化、まちづくり、環境保全、災害支援など、様々な分野でボランタリー活動が広がっており、その分野の広がりに合わせた対応を行っていく必要がある。
	また、必要があれば震災後､活発に活動しているＮＰＯ等と、それまで地域に根づき活動してきた自治会、婦人会等の既成の地縁団体、ボランティア団体や企業等との連携を図ることや、それらの団体等を支えることについて配慮する。
	(2) 支援活動の範囲
	① 県民ボランタリー活動の広がりへの対応
	　 公共的領域を担うボランタリーセクターとして、多様化・高度化する県民ニーズに対応するため、今後とも県民ボランタリー活動は、その活動主体や分野、範囲が広がっていくことが想定される。こうした多様な広がりに合わせて支援していく。
	［検証P125］
	県民ボランタリー活動実態調査によると、団体数、活動分野、活動範囲等の広がりが見られる。
	分野：特定非営利活動促進法２０分野
	手法：地域密着型活動（地域団体、まちづくり協議会、
	地縁型ＮＰＯ）、プロボノ（専門家ボランティア）、
	収益を伴う事業の展開等
	⇒今後も想定される活動主体、分野、範囲の広がりに
	対応していく旨を記載
	② 行政、ボランタリーセクターが担うべき領域の整理
	市民自律社会の実現に向けて、行政は、社会基盤の整備や基礎的なサービスの供給などの基本的な役割を担っていき、そのことにより、ボランタリーセクターの担うべき領域が広がっていくことが望まれる。
	このため、行政及びボランタリーセクターが担うべき領域を明確に整理し、それぞれの機能が十分に発揮できる仕組みを構築する。これまで行政が過剰に関わってきた領域を、ボランタリーセクターに委ねる環境づくりが必要である。
	② ボランタリーセクター、行政が担うべき領域の整理
	自律的市民社会の実現に向けて、行政は、県民生活に欠かせない社会基盤の整備や基礎的なサービスの供給など基本的な役割を担い、ボランタリーセクターが担う公共的領域を拡大させていくことが望まれている。
	また、安心して生活できる地域社会を実現するためには、自助、公助とともに、ボランティアや近隣の助け合い等による共助・互助を適切に組み合わせていくことが必要である。
	このため、ボランタリーセクターの機能が十分に発揮できる仕組みを充実するとともに、これまで行政が関わってきた領域について常に見直しを行い、適切な役割分担のもとで、ボランタリーセクターに委ねていく。
	（県生審）
	ボランタリーセクターが着実に形成されている実態にあわせて標題の最初にもってきた方がよい。
	⇒標題変更
	市民自律社会を自律的市民社会に変更
	（H13：21世紀兵庫長期ビジョン）
	［検証P125］
	安心して生活できる地域社会を実現するには自助、公助だけでは限界があり、共助・互助を組み合わせていくことが必要である。
	⇒「自助」「公助」と「共助・互助」の適切な組み合わせの実現を図っていくことを記載
	基本方針の記載内容
	見直し（案）
	考え方
	方針に対応する支援施策
	１ 基本的な事項
	(3) 基本的な考え方
	① 自発性・個別性などの尊重
	県民ボランタリー活動を行う県民や団体（以下、「活動団体等」という。）を支援するにあたり、それらの自発性や自律性を尊重し、ボランタリーセクターの確立に努める。また、活動団体等では、有償・無償を問わず、様々な活動を行っており、その個別性を尊重した関わり方を行う。特に、社会情勢などの変化に伴う新しい課題に対し、活動団体等が柔軟かつ機動的に対応し、先駆的、開拓的な活動を行うことも認識しておく必要がある。
	(3) 基本的な考え方
	① 自発性・個別性などの尊重
	県民ボランタリー活動を行う県民や団体(以下､「活動団体等」という。) を支援するにあたっては、それらの自発性や自律性、個別性を尊重する。また、活動団体等が、社会情勢などの変化に伴う新しい課題について、先駆的、開拓的な活動を行っていることを認識しておく必要がある。
	② 行政、企業、ボランタリーセクターにおける各主体の協力関係のあり方
	行政、企業、ボランタリーセクターのそれぞれが成熟社会の担い手として確立し、相互に自律した関係として協力していくことが大切である。そのことにより、県民に対する社会的なサービスが相互に補完しあったり、相乗的に拡大することが期待される。
	県民ボランタリー活動の趣旨にのっとり、県民により身近な市町の役割の大切さを尊重しながら、一層の連携を進めるとともに、県独自の支援も行う。
	② ボランタリーセクター､企業､行政における各主体の協力関係のあり方
	　 県民に対する社会的なサービスを相互に補完し、相乗的に拡大していくためには、ボランタリーセクター、企業、行政のそれぞれが成熟社会の担い手として自律し、相互に協力及び連携していくことが重要である。
	　 また、県民により身近な市町との一層の連携を進めるとともに、広域性、専門性など県の特性を活かした支援を行う。
	（県生審）
	ボランタリーセクターが着実に形成されている実態にあわせて標題の最初にもってきた方がよい。
	⇒標題変更
	（県生審）
	「県独自の」という表現はよくない。
	⇒広域性や専門性など県の特性を活かした支援を行うに変更
	③ ひょうごボランタリープラザを中心とした支援の展開
	　　　 県民ボランタリー活動の全県支援拠点として整備したひょうごボランタリープラザを中心に、「交流・ネットワーク」「情報の提供・相談」「人材養成」「活動資金支援」「調査研究」「災害ボランティアの支援」に関する施策を効果的に実施する。
	ひょうごボランタリープラザ（H14開設）における県民ボランタリー活動促進のため施策の実態を踏まえて新たな項目を追加
	２ 県民ボランタリー活動の機会の提供及び基盤の整備に関する事項
	(1) 機会の提供に関する事項
	県民ボランタリー活動が広く県民に理解され、親しまれ、楽しく参加でき、活動の輪が広がっていくような機会の提供を行う。
	(1) 機会の提供に関する事項
	県民ボランタリー活動が広く県民に理解され、親しまれ、楽しく参加でき、活動の輪が広がる機会の提供を行う。
	① 気運の醸成
	県民ボランタリー活動は本来自発的に行われるものであり、自然に広がっていくものである。しかし、活動に興味はあるが、参加するきっかけがない者や、活動についてよく知らない者も多い。
	このため、幅広い世代の県民に対し、県民ボランタリー活動への理解を深め、参加を促すような普及啓発の実施、入門講座などを充実させるとともに、表彰などの顕彰事業を通じて活動の参加に向けた動機づけを図る。また、施策に携わる自治体職員や学習機会の少ない企業の経営者・従業員に対しても、県民ボランタリー活動への理解を深めるための場を提供する。
	① 気運の醸成
	本来、県民ボランタリー活動は自発的に行われるものであり、自然に広がっていくものである。しかしながら、活動に関心があるものの、活動に参加したことのない者が依然として多い一方で、活動団体からは、新たな担い手を求める声が強くなっている。
	このため、幅広い世代の県民一人一人がそれぞれに興味・関心を持ち、無理なく継続できるボランタリー活動を見つけるきっかけとなる情報を提供するとともに、継続的な参加につなげる取組を支援していく。
	また、企業等が、地域社会の中で多様な主体と連携し、得意なことを活かして、県民ボランタリー活動に積極的に取り組むことを推進する。
	［検証P128・129］
	新たな担い手の確保が課題となっており、ボランタリー活動への関心を高め、継続した活動に結び付けることが必要
	⇒活動への参加のきっかけづくりと継続の支援、及び企業の社会貢献として県民ボランタリー活動を推進することを記載
	◆地域づくり活動情報システム「コラボネット」の刷新（拡充）
	ボランタリー活動に参加するきっかけとなるよう情報をわ
	かりやすく提供（地域別・分野別・団体別・月日別情報等）
	◆のじぎくボランタリーネットの運営
	メールマガジン（月２回）により、ボランティア募集情報や
	イベント情報をタイムリーに提供
	◆ボランティアスタッフの公的施設運営への参画促進
	公募によるボランティアを登録し、施設事業の企画立案や実施段階のスタッフとして参画機会を提供
	◆いなみ野学園、阪神シニアカレッジ等の運営
	元気高齢者が、ボランタリー活動に参加するカリキュラム
	◆企業の社会貢献活動促進事業
	地域密着型の社会貢献をしている企業の活動をＨＰ等で紹介し、企業の社会貢献活動への気運を醸成
	◆企業と地域団体による地域づくり協働事業（新規）
	企業と地域団体が協定を結び、協働で地域づくり活動に取り組む機会を創出
	見直し（案）
	考え方
	方針に対応する支援施策
	２ 県民ボランタリー活動の機会の提供及び基盤の整備に関する事項
	② 有益な情報の提供
	県民ボランタリー活動に対する理解を深め、参加を促し、活動を促進させるためには、活動に関する多様な分野の情報を整理し、情報を求める県民や活動団体に必要な情報を提供することが必要である。特に、活動団体においては、運営に役立つ情報の提供を求めている。
	このため、県民や活動団体の利便性に配慮しつつ、有益な情報として「行政や財団等における助成金や補助金制度などの資金調達の情報」、「他の活動団体の情報」、「活動に必要とされる知識や技術を習得するための研修や講習会の人材育成の情報」などを提供する。
	② 有益な情報の提供
	県民ボランタリー活動に関する多様な分野の情報を、活動団体等に積極的に提供することが必要である。
	このため、活動団体等の利便性に配慮しつつ、「行政や財団等における助成金や補助金制度、貸付制度や寄附などの資金調達の情報」、「安定した自主事業の創出に繋がる情報」、「他の活動団体等の情報」、「活動に必要とされる知識や技術を習得するための研修や講座の人材育成の情報」などを提供する。
	自主財源の確保による安定的な運営を促進する観点から、資金調達情報としての「貸付制度、寄附」や、「自主事業創出に繋がる情報」を追記
	◆地域づくり活動情報システム「コラボネット」の刷新（拡充）
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